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防腐薬剤処理木材の耐用年数は何年なの？

林産試験場 性能部 構造・環境グループ 小林 裕昇

林産試だより 2019年6月号 http://www.hro.or.jp/list/forest/research/dayori/index.htm

http://www.hro.or.jp/list/forest/research/fpri/dayori/index.htm

研究の背景･目的

研究の内容･成果

今後の展開

国や北海道は，公共工事による社会資本ストックに対して効果的な長寿命化を図るため，予防保全に基づいた維持
管理計画の策定を進めています。
この予防保全の実施には，対象となる構造物の耐用年数を把握することが重要です。そこで屋外木質構造物の耐用

年数を明らかにする目的で，防腐薬剤処理木材を使った道路構造物の劣化調査を行い，維持管理業務で求められる
「耐用年数」を推定する式や維持管理フローの作成を行いました。

成果のフォーラムを開催することで，国や各自治体，企業，団

体等へ成果の普及を速やかに行うことを考えています。フォーラ

ムは，各振興局を会場として道内8箇所程度にて実施を考えていま

す。また北海道水産林務部に本成果を提供し，「土木用木材・木

製品設計マニュアル」へ追加版として反映させます。

木製立入防止柵 目視による被害度判定
ピロディンの打ち込み
深さ（Pe値）の測定 回収した部材の強度試験

【経年劣化と残存する強度および経過年数の関係から，耐用年数を推定】

ピロディンのPe値から得られる残存耐用年数早見表（単位：年）

屋外木質構造物の設置

劣化診断開始年経過：劣化診断スタート

保全措置

一次劣化診断
目視：被害度=0

目視：1≦被害度<2.5

メンテナンスフリー期間

・次回劣化診断

４年後

経過観察期間の推定
（被害度が0から1に上がる期間）

OK

・次回劣化診断

［早見表］ー３年

OK

NG

二次劣化診断
ピロディンのPe値から

得られる残存耐用年数≧３
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耐用年数の推定（鋼管パイプ型）

【測定データと耐用年数推定式から予防保全を行うための維持管理フローを作成】

【鋼管パイプ型】

・耐用年数：21年

（劣化診断開始年：15年）

【掘っ立て型】

・耐用年数：19.6年

（劣化診断開始年：13.6年）

劣化診断開始年数の推定

関係式：y = 0.2653x - 1.0643 より
被害度が１から2.5(耐用限界)に

上がる期間が6年と算出される
∴ 耐用年数（鋼管パイプ型）[21年] - 6年 = 15年

保 全 措 置

補修：構造体としての性能（機能）は失われていないが，一部

の部材が破損，または劣化（腐朽）が著しいもので，再施工

が容易なものは部材交換とする。

修繕：構造体の破損や劣化（腐朽）が著しいもので構造体とし

ての性能（機能）が損なわれている場合で，再施工が容易な

ものは部材交換とし，再施工の手間が大きいものは金具など

で補強あるいは，別素材に置き換える。

改修：耐用年数が経過し，補修や改修では性能（機能）の回

復が見込めない場合は，構造体の全てを再施工とする。
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